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次に,窒素を減量した場合においても著しく減収を招

くことになり,窒素に対する感応が非常に大きいことが

わかる。このように砂tr土壌における窒素の肥効が一般

土壌に比較して顕著であることは,イ ネ科牧草が窒索に

対する要求度の高いことによるものであることは勿論で

あるが,よ り以上に上壌中に窒素分が殆んと存在しない

という砂丘土壌特有の性質によるものであることは容易

に推測される。

次に,無燐酸,無加里の条件では窒素ほとの影響は示

さないにしても,やはりかなりの減収となって くる。

また,隣酸,加里を減量しても窒索ほどの影響は認めら

れない。ただ 3要素すべてを減量すると,やはり窒素の

支配力が大きくあらわれて著しい減収を示す ことにな

る。これに反して3要素のそれぞれを減量した場合や,

3要素すべてを増量しても標準肥料区に比してやや増収

を示すが,その増収度合は緩慢である。

以上のことを要約すると,窒素が最も大きな収量制限

因子で,次いで憐酸,加里の順となる。新田Dは火山ズ

地における牧草施肥の影響について,チモシーでは,初

年目は燐酸の効果が最も強くあらわれたとしている。ま

た,出井ら5)は鉱質土嬢における牧草の1巳料の感応につ

いて,オーチャードグラスは窒素の多施用による増1又効

果がきわめて大きいが,燐酸およびカロ里の増施は収量を

高めなかったと報告している。このように土壌条件に

よってその肥効はまちまちであるが,いずれにしてもrl12

丘土壌におけるオーチャードグラスの生育には窒素の支

配力が極めて特徴的で,砂丘草地の肥培管理■●
~日
すべ

き事実である。
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青森県におけるオーチャードグラスおよび

ラジノクローパの採種の可能性について

功・ 尾 崎 義 夫
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(青 森県畜試)

1ま え が き

青森県で最も普及しているオーチャードグラスおよび

ラジノクローパの 2草種について,昭和37年から昭和38

年の2カ年にわたって採種量を調査し,採種の可能性に

ついて検討したので報告する。

2試 験 方 法

1 供試回場
供試圃場は野辺地湾南西方約 4読,標高4302,北緯
40° 509′ に位置する青森県畜産試験場内で,池質は十

和国八甲日系火山灰土壌,土性は埴壌上で,前作はラジ

ノタローバである。

2.試験期間中の気象概況

久保らによれば採種に関係の深い気象要素として開花

登熟llJFHn中の降水量, 日照時間および気温日較差をあげ

ているが,第 1表に試験期間中 (4月 ～ 8月 )の気象概

況を示した。第 1表によれば,昭和37年は全般に試験期

間を通じて高温,少雨,多照気味で良好であった。開花

登熱期間 (6～ 8日 )の気温較差は 6～ 7月 が小さく,

とくに 6月 の気温較差が著しく小さかった。 8月 はやや

大きく経過した。昭和38年は 6～ 8月 の平均気温がやや

低く,日 照時間も少なかった。降水量は 6～ 7月 が顕著

に多く,全般に採種期間における気象条件は不順であっ

た。しかし,気温較差は 4～ 8月 までいずれも平年より

大きかった。

今
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第 1表 試験期間中の気象概況
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注 平年値は昭和31年～昭和411Tま での10カ年の平均

第 2表 播種期,播種量,播種様式および施肥量
(1)播種期,播種量および播種様式

供 試 草 種

ためにこの区別を設けた。

1区面積は45″で,採種量についてはオーチャードグ

ラス,ラ ジノクローバともに各処理区 4〆 5点の平均値

をとった。また,ラ ジノクローパの葉数および頭花数は

20Cπ×20C"の針金製のコドラートにより調査した。

3 試験成績と考察

1 オーチャー ドグラスの採種成績
オーチャードグラスの生育,収量調査の結果は第 3表

のとおりで,播種後の生育はほぼ順調であった。採種量
は播種翌年にα当り114均であったのが, 3年目には秋

季追肥区が538た,,無追肥区が519場 と約 5倍に増収し

た。これは関塚が播種翌年α当り1～ 2ん ,程度の収量か

ら3年目に 5～ 15た,にあがると報告しているのとほぼ同

様の傾F・lであった。

施肥と採種量の関係について,採種栽培は採草栽培の

場合と同じく,倒伏しない限度でかなりの多月巴が望まし

いといわれる。また,小幡らは施肥量を多くするにつれ

て採種量は直線的に増大すると述べている。本試験でも

やはり秋季追肥の効果が認められ,追肥区が無迫IIE区よ

り若干増収した。

第 4表にオーチャードグラスの穂と種子品質調査結果

を示した。これによれば 2年目の種子純度は907%でき
わめて高く,かつ,発芽率も861%と 良好であった。 3

年目の種子IJL度は725～778%で ,発芽率は無追肥区が

730%,追肥区は434%と 顕著に低かった。 1,000粒H
も播種翌年に106′ であったのが, 3年目には079～ 0

84′ とやや低下した。これは昭和38年のオーチャードグ

ラスの開花登熟期間中の天候不1員に起因するものと考え

らオじる。

2 ラジノクローパの採種成績
ラジノクローパの生育,収量調査の結果は第 5表のと

おりである。生育はほぼ順調であった。2年 目の採種量は

3.供試草種と系統
オーチャードグラス (S-143,長野種畜牧場 昭和
36年産),ラ ジノクローバ (カ リフォル‐フ産,雪印種
苗会社扱い輸入種子)。

4 裁培法
に)播種期,番種畳および播種様式
播種期,播種量およ播種様式は第 2表 のとお りであ

る。

12)施肥量

施肥量は第 2表のとおりである。

0}区別と区制
オーチャードグラスについては,秋季追肥の効果を検

討するため秋季追肥区,無追肥区の 2つの区別とした。

ラジノクローバは開花前に刈取りを行なうことにより

開花の斉―をはかることと,収穫期が梅雨期と重ならな
いよう刈取りを 1回行なう2番採種区, 2回行なう3番

採種区について採種量に及ぼす刈取りの影響を検討する

於青森県畜試 (野辺地)
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注 内は秋季追肥区

区別

第 表 オーチャードグラスの生育・収量調査

注 )内は秋季追肥区 10月 13日最終刈取り後潮 巴

第 表  オーチャードグラスの穂と種子品質調査

表 ランノクローパの生育収量・調査

昭 和 38年

採 種 区

37 6
47 2
124
5月 24日 ,206

:1:|:    |
汚斑病,煤点病
ウリンヽムシモドキ
乾害,寒害

2番採種区が C当 り 369′ , 3番疑 区が 316′ であっ

たが, 3年目は 2番採種区が 650′ , 3番採種区が 475

′とやや増収した。

小幡らはラジノクローパについて刈取りによって,開

花.結実,収穫期をずらすことができ,頭花の腐敗,立

毛発芽を防ぐことはある程度できたが,種子収量を高め

ることができず,む しろ無刈取りが多収であったと述べ

ている。しかし,河原らは無ヌ1取区より刈取区がす ぐ

れ,刈取時期の遅い方 (6月 10日 )が多収であったとし

ている。本試験では開花前に刈取りを行なうことにより

開花,結実,1囃期をずらすことができ,収穫期は早い程

増収する傾向が認められ, 2, 3年目とも2番採種区が

すぐれていた。 2番草を採種に利用することは, 1番草

おょび3番草以降を刈取り,家畜に利用できる利点が

あり,また,日口らは 1番草を刈取ることにより頭花出

現数および頭花当りの小花数は, 1番草を採種に利用す

る場合に比較してなんらそん色が認められないと述べて

ヽヽる。

第 6表の種子品質調査結果では,両年,両区とも種子

の純度は大体良好であった。硬実率は 2年 目が574～75

8%, 3年目が630～837%と やや巾が広く,発芽率を

合計すると702～888%の範囲にあり,実用上支障ない

ものと考えられる。

久保らはわが国に適する主要牧草類の種子を自給する

日詢で,採種適地を気象立地的見ILから半l定 した。それ

によると青森県の内陸一帯がオーチャー ドグラス,下

北,津軽半島を除く全域がシ‐クローパの適池であると

判定している9
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第 6表 ラジノクローパの稔実および種子品質調査

以上のことと本試験成績とを考えあわせてみると,オ

ーチャードグラスについては採種量が多く,かつ,種子

の品質についても実用上支障がなく,収穫調製面におけ

る効率的な機械の開発,作業体系が確立されれば経済的

に充分採種栽培が成立し得るものと考えられる。しか

し,ラ ジノクローパは採種量が少なく経済的な採種栽培

の成立はやや困難と考えられる。ただこの試験はラジノ

クローパ 1品種について行なわれたものであり,本県に

おける採種に適する品種の検討,また,採種を行なった

昭和38年の気象条件が不良で,わずか 2～ 3年の採種成

績から採種の可能性について結論を下すことは困難であ

り,さ らに長期にわたって検討する必要があると思う。

4要

青森県で最も普及しているオーチャードグラス (S―

143)及びラジノクローパ (カ リフォルニア)の 2草種

について,昭和37年～昭和38年の2カ年間にわたって,

採種量を調査し採種の可能性について検討したところ概

ね次の成績力浴 られた。

1 オーチャードグラスについては,秋季追1巴の効果

が認められ,追 lL区が無追肥区より若千増収した。採種

量は 3年目がα当り約 5た,と多く,かつ種子の品質につ

いても実用上支障がなく,贋隻調製が能率化すれば採種

栽培が成立し得るものと考えられる。

2 ラジノタローパについては,開花前の刈取りで収

穫期をずらすことはできたが係種量は増収しなかった。

収穫期は早い程多収で,両年とも, 3番採種区より2番

採種区が多かった。しかし採種量がα当り約 05りで少

なく,本県での採種裁培は困難で,経済的に成立つ見込

みは極めて暗いものと考えられる。
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